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【結果】1)学生：配布 81 名、回収 81 名（回収率 100％）。
有効回答率は、100％であった。2）到達度 70％以上の項





到達度レベルⅢは、厚生労働省の 21 項目に対して 5 項目、
到達度レベルⅣについては、厚生労働省の 32 項目に対し、
15 項目であった。3）到達度 40％未満の項目数（表 2）は
レベルⅠ・Ⅱにおいて 27 項目であった。到達度レベルⅢ
については、9 項目であった。到達レベルⅣは 3 項目のみ
であった。 
 
表 1 到達度レベルⅠ・Ⅱで到達度 70％以上の項目 
  Ⅰ・Ⅱ Ⅲ Ⅳ 
厚生労働省 89 21 32 
学生 11 5 15 
表 2 到達度 40％未満の項目数 
  Ⅰ・Ⅱ Ⅲ Ⅳ 
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能力に集約して平均値を求め、24 年 3 月の報告１）（全国






 表 1 に修得すべき 20 の看護実践能力と年次別・全国平
均を示した。平成 27 年に引き続き、すべての項目におい










































看護実践能力（20 項目） H26 H27 H28 全国 
1．対象の尊厳と権利を擁護 
2．実施する看護の説明と同意 
3．援助的関係の形成 
4．根拠に基づいた看護の提供 
5．計画的に看護を実践 
6．健康レベル・成長発達の査定 
7．個人・家族生活の査定 
8．地域特性・健康課題の査定 
9．援助技術を適切に実施 
10．健康の保持増進と疾病予防 
11．急性期・回復期の援助 
12．慢性疾患をもつ人への援助 
13．終末期にある人への援助 
14．看護ケアの質改善 
15．地域ケアの構築・機能充実 
16．安全なケア環境 
17．保健医療福祉の協働・連携 
18．看護を創造するための基礎 
19．生涯学習・継続学習 
20．看護の専門性 
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